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１．背景 

  

  
• インターネットの発達によりＣＧＭが
活発に行われるようになった 

• ＣＧＭは商品購入検討時に影響を
与える情報として上位に位置する 

出典：インターネットショッピングの動向調査（2014）より 
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ＣＧＭとは・・・ 

インターネットなどを活用して消
費者が内容を生成していくメディ
ア 
例）レビューサイト，ＳＮＳ，ブログ 



１．背景 

ＥＣサイトのレビュー表示の課題 
 

レビューが評価されているものほど優先的に表示される 
投稿日時が早いものほど見られる回数が多くなるため評価されや
すい 

評価されていないものでも有益な情報を含むレビューがある 

 

レビュー数増加による情報選択の困難化 
ＣＧＭ活動が活発になればなるほど商品レビューは増加する 

結果，有益なレビューにたどり着くまでいくつものレビューを見なけ
ればならなくなる 
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このような状況下の中，多くのＥＣサイトにおいて消費者が投稿可能
なレピュテーションシステムが導入されている。しかしその表示には，
ユーザーにとっていくつかの課題があげられる。 



２．目的 

 
有益な情報を含むレビューの発見 

レビューの情報縮約 

 

 

レビューの特徴を表示するシステムの提案 
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３．分析手順 
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１．レビューの中で顧客の関心と関連あるカテゴ
リーの特徴語とレビューの特徴語を抽出 

２．特徴語が含まれるレビューについて評判分析
を行い、レビューを評価 

３．評価したレビューに対して情報の縮約として特
徴語間の関係性をネットワークグラフを用いて可
視化 

４．評価したレビューとネットワークグラ
フを用いた商品レビュー推薦システム
の作成 

有益な情報を含むレビューの発見 

レビューの情報縮約 

レビュー表示システムの提案 

有益な情報を含むレビューの発見 



４．データ概要 

対象： 
ゴルフＥＣサイトから提供された商品レビュー・・・  
241,862件 

 

データカラム： 
投稿者データ・・・会員ID，性別，年齢etc… 

レビューデータ・・・ 

商品評価値，参考にされた回数，レビュータイトル，レ
ビュー内容，投稿者のゴルフプレイに関する情報etc… 

 

今回は商品カテゴリがドライバーに属するものを対象に分
析を行った 
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４．カテゴリーの特徴語 
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ＴＭＳの特徴語分析を用いドライバーの特徴語を求めた 
ドライバーに関するレビューは全レビュー中7083 件であったため分析する際

に他カテゴリーのレビューから同じ数のレビューを無作為抽出し分析を３回
行った 

サンプル１ サンプル2 サンプル3 

飛距離 飛距離 飛距離 

シャフト シャフト シャフト 

ドライバー ドライバー ドライバー 

方向性 方向性 方向性 

ヘッド ヘッド ヘッド 

弾道高 クラブ クラブ 

クラブ 弾道高 弾道高 

弾道 弾道 弾道 

練習場 練習場 練習場 

球 球 球 

音 音 音 

試し打 ロフト 試し打 

ロフト 試し打 ロフト 

左 左 左 

買い替える 買い替える 買い替える 

芯 弾道高さ 芯 

弾道高さ 芯 弾道高さ 

距離 ドロー スライス 

ドロー スライス ドロー 

スライス 捕まる 安定 

表：特徴語上位２０単語 

• 飛距離や方向性、音
といった使用感に関
する単語が多く含ま
れている 

• 現れた単語は3 サン

プルセットとほとんど
変わらない 



• ドローや10.5 °と

いったドライバーに
関する詳しい特徴が
表れた 

• SLDR やSRといった有

名ドライバーの単語
が表れた 

４．参考にされるレビューの特徴語 
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ＴＭＳの特徴語分析を用いレビューの特徴語を求めた 
ドライバーの特徴語を含むレビューを抽出 

カテゴリー内で参考にされているレビューからカテゴリーで参考にされる特徴
語を先程と同様に分析した 

サンプル１ サンプル2 サンプル3 

ドロー ドロー ドロー 

試し打 試し打 人 

ミスヒット 人 ショップ 

結果 ヘッドスピード ＳＬＤＲ 

ロフト バランス 比較 

他 飛ぶ スピン量 

ＳＲ ショップ 他 

10.5 他 低スピン 

１０．５° ストレート 直進性 

低スピン 参考 ミスヒット 

バランス 結果 高弾道 

一発 低スピン 参考 

ＳＬＤＲ １０．５° 試し打会 

Ｓ 一発 高さ 

飛ぶ カスタムシャフト 実際 

初速 実際 ＲＢＺ 

芯 ４７インチ Ｓ 

カスタムシャフト お勧め 重さ 

進化 スイング お勧め 

９．５° 比較 飛ぶ 

柔らか 

表：特徴語上位２０単語 



４．評判分析 
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ＴＭＳの評判分析から商品毎の単語の評価を行った 
参考にされる特徴語を含むレビューを抽出 

商品毎のレビューに評判分析をかけ商品のポジティブな単語、ネガティブな
単語を発見する 

分析結果の一例 

商品Ａ 商品Ｂ 

単語 スコア 単語 スコア 

クラブ ９ ミス ６ 

ヘッド ７ 音 ４ 

方向性 ７ 人 ４ 

デザイン ４ クラブ ３ 

球 ４ 感触 ３ 

商品Ａ 商品Ｂ 

単語 スコア 単語 スコア 

ブレ －２ 弾道 －１ 

引っ掛ける －２ 評判通り －１ 

傾向 －２ 腕 －１ 

高弾道 －２ 心配 －２ 

捕まる －４ イメージ －４ 

表：好評単語上位 表：不評単語上位 



４．評判分析 
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商品A ・・・クラブやヘッド、デザインという単語に好評評価がされて

おり、クラブの使用感というよりドライバー自身の見た目に好評がか
かりやすい 
商品B ・・・ミスや音、感触等に好評評価されているため、実際に商
品を使用した際の感想が多く含まれている 

不評評価された単語は出現したのだが好評評価に比べ、出現数が
少なかった 

商品Ａ 商品Ｂ 

単語 スコア 単語 スコア 

クラブ ９ ミス ６ 

ヘッド ７ 音 ４ 

方向性 ７ 人 ４ 

デザイン ４ クラブ ３ 

球 ４ 感触 ３ 

商品Ａ 商品Ｂ 

単語 スコア 単語 スコア 

ブレ －２ 弾道 －１ 

引っ掛ける －２ 評判通り －１ 

傾向 －２ 腕 －１ 

高弾道 －２ 心配 －２ 

捕まる －４ イメージ －４ 

表：好評単語上位 表：不評単語上位 



４．ネットワークグラフ 
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ＴＭＳの評判分析の結果からレビューのスコアリングを行い，レ
ビューの単語関係を共起ネットワークとして表した 

好評評価された単語を用いてレビューをスコアリング 
• 単語の出現回数 × 正規化したスコア = レビュースコア 

スコアの上位半数を特に好評なレビューとし好評評価の単語間の関係を把
握するため共起ネットワークを作成 

図：商品Ａの共起ネットワーク 図：商品Ｂの共起ネットワーク 

ノード：次数 
エッジ：共起回数 



図：商品Ａの共起ネットワーク 図：商品Ｂの共起ネットワーク 
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どちらのネットワークも「良い」に関して矢印が向いている 
商品A・・・方向性、飛距離とともに左や高い、ヘッドに矢印が向いて
いる 
商品B・・・913や910 といった商品ブランドのシリーズに関する単語か
ら矢印が向いている 

４．ネットワークグラフ 



４．システム提案 
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これまでの結果を踏まえた，レビュー表示システムの提案を行う 
作成にはＲｓｔｕｄｉｏが開発を行っているＳｈｉｎｙを用いてWebアプリ化した 

図：システム概要 



４．システム提案 
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図：提案システム 



５．レビュー評価実験 
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提案システムの有用性を検証するためレビューとネットワークグラフ
について評価実験を行った 

提案手法によるレビューが顧客にどの程度影
響を与えるか検証するため，4つの表示方法
について5段階評価を行ってもらった 
 

被験者：ＥＣサイトを利用したことがある大学
生12名 
レビュー評価項目 
 

1. この商品に関心をもったと思うか？ 
2. 商品の特徴を理解できたと思うか？ 
3. この商品を買いたいと思うか？ 
4. あなたがEC サイトにおける購買に際して
必要な情報が載っていると思か？ 

5. このレビュー群だけで情報の種類は十分
だったと思うか？ 

6. 実際の商品使用感をイメージしやすいと
思うか？ 

表：レビュー評価結果 

評価

項目

提案

手法
無作為 投稿順

参考に

された

回数順

1 3.7 2.8 2.9 3.7

2 3.8 2.8 2.3 4.0

3 3.4 2.4 2.4 3.1

4 3.0 2.7 1.8 3.4

5 2.7 1.9 2.0 3.5

6 3.4 3.3 2.7 3.7



５．レビュー評価実験 
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表：レビュー評価結果 

提案手法と参考にされた順に
はほとんど差が見られなかった
ため，レビューに評価がついて
いる同程度の有用性を持つレ
ビューを抽出可能なことが分
かった 

レビュー評価のついたレビュー
の影響度は高いものだと考え
られる 
 
以上のことから 

レビュー数が少ない商品やレ
ビューの評価が少ない商品の
レビュー表示として抽出手法は
効果が期待できる 

評価

項目

提案

手法
無作為 投稿順

参考に

された

回数順

1 3.7 2.8 2.9 3.7

2 3.8 2.8 2.3 4.0

3 3.4 2.4 2.4 3.1

4 3.0 2.7 1.8 3.4

5 2.7 1.9 2.0 3.5

6 3.4 3.3 2.7 3.7



５．ネットワークグラフ評価実験 
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提案システムの有用性を検証するためレビューとネットワークグラフ
について評価実験を行った 

ネットワークグラフから商品特徴が把
握できるか検証するため，2つの商品

についてネットワークグラフを見てもら
い5段階評価を行ってもらった 
被験者：大学生12名 
 
ネットワークグラフ評価項目 

1. それぞれのネットワークはレビュー
上の商品の特徴が捉えられている
と思うか？ 

2. ネットワークは商品を比較する際の
情報として有用だと思うか？ 

評価項目 提案手法 

１ 3.25 

２ 3.25 

表：ネットワークグラフ評価結果 

共起ネットワークは商品の特徴をとら
えられ，有用だと感じられる 
 

しかし，値にあまり大きな変化は得られ
なかった理由として，商品ごとのネット
ワークグラフに同じ単語が複数現れて
いることが原因だと思われる 



６．まとめ・課題 
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レビューについて・・・ 

提案するスコアリングしたレビューの表示は参考にされた回数順と同
程度の効果が得られることが分かった 

 
ネットワークグラフについて・・・ 

ネットワークグラフはある程度有用であることがわかったがより商品ご
とで特徴をとらえられるようなネットワークの改善が今後必要である 

 
今後の課題・・・ 

他のカテゴリでの検証や評価されたレビューが存在しない商品に対し
て本研究の提案システムが有用であるか検証が必要である 

また今回ゴルフといった専門的知識がいる内容であったため，今後の
実験では被験者をゴルフに詳しい人物に対して行わなければならな
い 
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